
・過疎地域自立促進特別措置法の失効期限の延長
又は新たな過疎対策法の制定に関する意見書

・地方財政の充実・強化を求める意見書

　議会を傍聴される方は、議場の傍聴者入口にて
受け付けし、傍聴券の交付を受けてください。な
お、傍聴者の定員は44名で、先着順になります。
　市役所駐車場に駐車できない場合は中央駐車場
をご利用ください。利用者には傍聴者入口で駐車
場無料券を配付します。
　ご迷惑をおかけし、誠に恐れ入ります。
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令和元年第３回定例会の開催予定
　　8月26日（月）本会議（開会）
　　9月 3日（火）～ 5日（木）一般質問
　　9月13日（金）本会議（閉会）

　　9月 9日（月）～11日（水）

※各常任委員会の開催予定日は未定です。
※日程は変更になる場合があります。詳しくは
下記連絡先までお問い合わせください。

最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を
求める請願
請 願 者　青森県労働組合総連合
　　　　　議長　奥村　榮
紹介議員　小笠原良子

十和田市内の六財産区常設委員設置条例の
改正を求める請願
請 願 者　山と木を考える会
　　　　　会長　杉山道夫
紹介議員　久慈年和・今泉信明

十和田湖休屋地区への公共交通運行対策に
関する請願
請 願 者　十和田湖商工会
　　　　　会長　佐々木千佳子
紹介議員　赤石継美・堰野端展雄

旧十和田湖町地区における光回線敷設整備
に関する請願
請 願 者　十和田湖商工会
　　　　　会長　佐々木千佳子
紹介議員　赤石継美・堰野端展雄

日本短角去勢牛放牧請願
請 願 者　十和田八甲田日本短角牛推進協議会
　　　　　会長　小林裕志　他4名
紹介議員　畑山親弘・戸来　伝

種子法にかわる県条例の制定を求める請願
請 願 者　青森県農民組合連合会
　　　　　会長　和田栄悦
紹介議員　畑山親弘・久慈年和

継続審査

新たに受理し、継続審査となりました

請願 ・ 陳情請願 ・ 陳情

　
６
月
11
日
の
全
国
市

議
会
議
長
会
定
期
総
会

で
、
４
名
の
方
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
後
日
、

議
長
か
ら
表
彰
状
が
伝

達
さ
れ
る
と
と
も
に
、

市
政
発
展
の
功
労
者
と

し
て
市
長
か
ら
表
彰
状

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
田
中
重
光
前
議
員
は
、

副
議
長
在
職
４
年
以
上

の
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

➡
工
藤
議
員
は
議
長
在
職
４

年
以
上
の
表
彰
も
受
賞

➡
今
定
例
会
閉
会
日
に
３
議
員
に

表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

議員在職20年以上
工 藤　正 廣 議員

議員在職15年以上
堰野端 展雄 議員

議員在職20年以上
石 橋　義 雄 議員

ご
功
績
を
讃
え
て
　

―
 

全
国
市
議
会
議
長
会
表
彰

た
た

請願・陳情
新たに受理し、継続審査となりました

決算審査特別委員会

意見書を提出しました

議会傍聴の案内

議
　
員
　
県
の
稲
作
技
術

を
リ
ー
ド
し
て
き
た
青
森

県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
農

林
総
合
研
究
所
の
藤
坂
稲

作
部
が
閉
鎖
さ
れ
た
が
、

こ
の
建
物
は
ま
だ
ま
だ
使

え
る
。
こ
れ
を
県
か
ら
買

い
上
げ
、
藤
坂
・
四
和
地

区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
、
神
楽
や
獅
子
舞
等

の
伝
統
芸
能
の
伝
承
館
、

消
防
署
の
分
署
、
田
中
稔

（※

）
の
資
料
保
存
場
所

せ
ん
。
田
中
稔
の
資
料
は

県
で
保
存
し
ま
す
。

議
　
員
　
道
の
駅
と
わ
だ

南
側
に
、
岩
手
県
競
馬
組

合
が
テ
レ
ト
ラ
ッ
ク
（
勝

馬
投
票
券
販
売
所
）
を
設

け
て
運
営
し
て
い
る
が
、

こ
こ
に
Ｊ
Ｒ
Ａ
（
日
本
中

央
競
馬
会
）
の
レ
ー
ス
を

導
入
す
る
考
え
は
。

企
画
財
政
部
長
　
駐
車
場

や
施
設
の
拡
張
、
発
売
機

の
増
設
や
回
線
整
備
等
、

多
額
の
投
資
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
そ
れ
で
も
Ｊ
Ｒ

Ａ
レ
ー
ス
は
人
気
が
高
い

の
で
、
地
域
振
興
の
観
点

を
踏
ま
え
、
岩
手
県
競
馬

組
合
の
経
営
状
況
を
見
極

め
な
が
ら
、
機
会
を
捉
え

て
再
度
誘
致
を
働
き
か
け

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

等
に
活
用
す
る
考
え
は
。

※

藤
坂
稲
作
部
の
前
身
の
藤

坂
試
験
地
で
、
冷
害
に
強

い
稲
「
藤
坂
５
号
」
の
育

成
に
貢
献
し
た
人

農
林
商
工
部
長
　
藤
坂
稲

作
部
の
土
地
・
建
物
は
、

県
で
は
利
用
し
な
い
と
の

結
論
に
至
り
、
そ
の
後
、

県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
か

ら
当
市
に
意
向
の
照
会
が

あ
り
ま
し
た
。
市
は
、
地

域
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
場
と
し
て
の
活
用
の
方

向
性
を
探
ろ
う
と
、
地
元

の
意
向
を
確
認
し
ま
し
た

が
、
前
向
き
な
回
答
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
地
域

住
民
が
利
用
す
る
以
外
の

目
的
で
利
活
用
す
る
意
向

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
建

物
の
活
用
、
新
た
な
施
設

の
設
置
の
考
え
は
あ
り
ま

戸　来　　　伝
（市民連合クラブ）

農
林
総
合
研
究
所
の
旧
藤
坂
稲
作
部

の
建
物
を
活
用
す
る
考
え
は

地
元
の
前
向
き
な
意
向
が

　
　な
い
た
め
考
え
て
い
な
い

３月末で廃止された藤坂稲作部

編
集
後
記

　
６
月
定
例
会
が
新
元
号
令

和
の
初
議
会
に
な
る
と
同
時

に
、
旧
庁
舎
議
場
で
の
最
後

の
議
会
と
な
り
ま
し
た
。
今

回
の
一
般
質
問
は
県
内
最
多

割
合
と
な
る
15
名
に
よ
っ
て

行
わ
れ
、
防
災
・
減
災
対
策
、

病
院
経
営
、手
話
言
語
条
例
、

教
育
・
福
祉
・
観
光
行
政
、

高
齢
者
免
許
返
納
支
援
、
子

育
て
支
援
、
交
通
拠
点
事
業

な
ど
、
日
常
生
活
に
お
け
る

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
多
方
面

よ
り
議
論
し
て
お
り
ま
す
。

ど
う
か
積
極
的
に
傍
聴
し
て

議
会
を
身
近
に
感
じ
て
く
だ

さ
い
。

　
次
回
は
新
庁
舎
議
場
に
て

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
文
責
　
櫻
田
百
合
子
）

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委
員
長
　氣
田
　量
子

副
委
員
長

　櫻
田
百
合
子

委
　員
　今
泉
　信
明

中
嶋
　秀
一

中
尾
　利
香

小
笠
原
良
子

山
端
　
　博

久
慈
　年
和

農
林
商
工
部
長

議
　
員

企
画
財
政
部
長

議
　
員


